
　平成27年４月にスタートした公設民営塾「久
米島学習センター」の１期生である３年生が無
事卒業しました。４月の頃はなんとなく勉強を
しないといけないなぁという雰囲気だった３年
生も日が経つにつれて少しずつ変化が見られる
ようになってきました。
　夏休みには毎日７時間近く勉強し、年末年始
のセンター試験に向けての追い上げでは周りの
雰囲気に流されず受験勉強をしてくれました。
　その頑張っている姿は後に続く後輩たちの良
きお手本となったのではないでしょうか。卒業
生の中には、40年ぶりに琉球大学教育学部小・
中学校音楽コースに合格した生徒もいます。

　私たちスタッフも３年生に対して、時には叱ったり、一緒に喜んだり、悩んだりしました。その日々は私たちにとっても
かけがえのない思い出です。学習センターで頑張って得たものは知識だけではなく、今後の皆さんの人生に生きてくると
信じています。
　学習センターの１期生の皆さんが、自分の夢をかなえに島に
帰ってくる日を楽しみに待っています。
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　久米島高校魅力化事業として島外・県
外からの生徒受け入れを開始して丸 2 年。
現在、1年生10人、2年生4人の離島留
学生が学んでいます。そのうち 6人が園芸
科です。生徒たちは部活動や生徒会はもち
ろん、エイサー、現代版組踊など久米島で
しかできないことにもチャレンジしていま
す。また公設民営塾「久米島学習センター」
で進路実現に向けて勉強に打ち込んでい
る生徒もいます。
　これまで高校魅力化事業は、1年目に離
島留学開始、2年目に久米島学習センター
の開校と進んできましたが、3 年目となる今年は 4 月に島外生用の宿泊施設と久米島学習センターを併設した交流学
習センター「じんぶん館」が開所し、新たな段階に入ります。「じんぶん館」は、ここで過ごす仲間たちと切磋琢磨し、“じん
ぶん”（知恵）を身につけて世の中に羽ばたいてほしいという想いを込めて名づけられました。「自分で探し、選び、決断す
る力を身につける」をコンセプトに、単に寝泊りするだけの場所ではなく、地域の方々との交流などを通してさまざまな
学びの機会のある施設にしていく予定です。
　平成 28年度は新たに7人の離島留学生が加わり、21人が「じんぶん館」や里親さんの家庭などで生活します。高校
生の様子は、広報誌とともに配布される久米高通信や久米島学習センター通信でもお届けしています。引き続き、皆さ
まからの温かい応援をよろしくお願いいたします。
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　第４１回沖縄県吹奏楽ソロコンテストにおいて、久米島西
中学校３年生の永田玲南さんがマルチパーカッション独奏
の部で金賞を受賞しました。
　マルチパーカッションは、打楽器の演奏なので、メトロ
ノームに合わせたリズムをとり続ける練習をし、地道に努力
を重ねた成果が実りました。
　永田さんは、「貴重な体験をさせてもらいました。高校で
もチャレンジしていきたいです」と笑顔で今後の意気込み
を語りました。
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　この度、久米島ホタルの会が「第１４回トム・ソーヤースクール企
画コンテスト」と「第６回地域再生大賞」で優秀賞を受賞しました。
　いずれの受賞もホタレンジャーの日頃の活動実績が評価されまし
た。地域再生大賞については、各地方紙からの推薦によるもので、
小さな離島でもこつこつと頑張り続けている成果が認められました。
　久米島ホタルの会の島村会長は、「久米島の自然を壊さず、いか
に守り続けるか、今後とも頑張っていきたい」と受賞の喜びと抱負
を述べました。

　聴覚障害者と円滑なコミュニケーションをはかる手話能力について検定する「手話技能検定試験」が 1 月に
開催され、その結果が発表されました。 
　この試験は、町教育委員会主催「やさしい手話教室―入門編」「手話教室―基礎編」の修了生のほか、検定
試験の勉強会から参加した高校生が挑戦し、4 級が 6 人、5 級が 7人、受験者全員が見事合格を果たしました。 
　昨年、手話を言語として認め、手話によるコ
ミュニケーションや情報提供が保障される環境
を実現する「手話言語法」の制定を求める意見
書が全国すべての自治体議会で採択されました。
　今後、法制定を国に求める動きに合わせ、本
町でも手話の普及と手話のできる人材のニーズ
が高まることが予想されます。

　真喜志菓子店より、中学校の卒業祝いとして「五角たんなふぁく
る～」が贈られました。 
　このお菓子は、久米島の名勝「畳石」をモチーフとし、五角と合
格をかけて縁起をかついだ一品です。 
　久米島西中、球美中の全学年全生徒にプレゼントされ、卒業生の
門出と在校生の進級をお祝いしました。
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